
                                                             

 20 　岡さんは、国語の時間に、「環境問題」というテーマで意見文を書いています。次は、文書作成ソフトを使って書いた【岡さ

んの意見文の下書き】と友達が書いた【コメントの一部】、岡さんがコメントを受けて集めた【環境省の資料】、【内閣府のウェ

ブページの一部】です。これらを読んで、あとの問いに答えなさい。 

 

　　【岡さんの意見文の下書き】                                                   【コメントの一部】 

  令和２年７月からレジ袋の有料化が義務づけられた。私は、それまであ

たりまえのようにもらっていたレジ袋が有料化されると聞いたときは、正

直驚いた。家族も最初は、マイバックを持つのは面倒だと思っていたよう

だ。しかし、出かけるときにマイバックを持参することを意識していると、

それがいつのまにか習慣になり、今ではそれがあたりまえになっている。

レジで並んでいると、多くの人がマイバックを持参していることが分かる。

みんなが意識すれば、社会のさまざまな問題は、少しずつ解決されていく

 のではないだろうか。

　ところで、皆さんは、なぜレジ袋の有料化が進められたのかを知ってい

るだろうか。それは、プラスチックごみを減らすためである。プラスチッ

クごみによる海の環境汚染は世界的に問題になっており、この問題を解決

するためには、レジ袋の削減以外にも意識しなければならないことがある。 

　そこで、私は、丸山中学校の皆さんにも、一人一人がプラスチックごみ

を減らすことを意識してほしいと考えている。では、  具体的に、レジ袋

 の削減以外で、どのようなことに取り組めばよいのだろうか。

　私たちが便利さを求めた結果、海の環境汚染が起きている。プラスチッ

クごみを減らすために、私たちにできることを少しずつ行動に移していこう。

私たちの手で解決していかなくてはならないのである。

 

 

①

②

③

小林 

「  この問題を解決するためには、

レジ袋の削減以外にも意識しなけ

ればならないことがある。」と考え

たのはどうしてなのか、理由を書

いた方がよいと思います。理由を

書くと、そのあとの具体例が生き

てくるのではないでしょうか。

①

竹内 

「  私たちが便利さを求めた結果、

海の環境汚染が起きている。」に続

けて、今後どんな問題に発展して

いくかなど、環境汚染を自分の問

題と思えるような情報を伝えては

どうでしょうか。そうすれば、岡

さんの考えが伝わりやすいように

思います。

③



プラスチックボトル類

４８.１％

 容器、

ポリ袋など

１０.７％

漁網、ロープ

１０.４％

 ブイなど

その他漁具

２７.４％

その他プラスチック　３.４％

海洋プラスチックごみの内訳 

（個数で比較した場合） 

                                                             

　日本では、2018年の夏、神奈川県鎌倉市の浜辺に打ち上げられ
か ま く ら

たクジラの赤ちゃんの胃の中からプラスチックごみが出てきまし

た。クジラは海に漂流するビニール袋をエサと間違えて食べてし
ひょうりゅう

まいます。しかし、ビニール袋は消化されないため、クジラの胃

の中がビニール袋でいっぱいになり、魚などのエサが食べられな

 くなって死んでしまったと考えられます。

　なぜ、海の生き物がプラスチックを食べてしまうのでしょうか。

それは、私たちが使ったプラスチックのごみが、大量に海に流れ

出てしまっているからです。プラスチックは自然分解されないた

め、ずっと海に残ります。世界経済フォーラムの報告書によると、

今後も海に流れ込むプラスチックごみが増えれば、2050年には海

 のプラスチックごみは魚の量を上回ると予測されています。

　容器包装から家庭用品やおもちゃまで、日常生活のあらゆる場

所で利用されているプラスチック。便利な一方で、ポイ捨てなど

不適切に処分されたプラスチックごみが大量に海に流れ出て、海

の環境を汚し、海の生き物にも悪影響を及ぼしています。海のプ

ラスチックごみを減らすために、私たち一人一人のプラスチック

との賢い付き合い方が問われています。
かしこ

【環境省の資料】

（環境省「海洋ごみをめぐる最近の動向（平成３０年９月）」より作成。）

（「政府広報オンライン（令和元年５月）」より作成。）

【内閣府のウェブページの一部】
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踏
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なぜなら、
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つ
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［
書
く
こ
と
］
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う
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し
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書
く
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く
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く
際
に
は
、
自
分
の
考
え
が
伝
わ
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文
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な
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。
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で
あ
る
か

を
確
か
め
る
こ
と
が
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で
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。
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の
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で
、
自
分
の
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考
え
を
繰
り
返
す
だ
け
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な
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、
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拠
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文
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あ
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す
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ら
れ
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ま
た
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踏
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取
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す
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が
重
要
で
す
。

○　

言
葉
や
文
章
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え
る
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題
は
、
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件
に
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意
し
て
書
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 
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解
答
を
読
ん
で
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自
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で
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わ
せ
を
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る
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と
も
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す
。
文
章
で
書
く
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題
は
、
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答
の
例
文 

　

を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。 
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 20 　 

１　（例）　（なぜなら、）海洋プラスチックごみの内訳を見ると、 

　　　　　レジ袋が全体に占める割合は、約１０パーセントにすぎ 

　　　　　ないことが分かるからだ。 

  ※解答する際の三つのポイントを確認しよう！

　  ・【環境省の資料】から分かることを書く。 

　  ・書き出しが、「なぜなら、」になっているので、「～から」

　   　という表現を使う。

　  ・【岡さんの意見文の下書き】の文末は、常体（だ・であ

　  　る）で統一されているので、常体にする。

 

２   ウ 

 

３　（例）　内閣府のウェブページには、「世界経済フォーラムの 

　　　　　報告書によると、今後も海に流れ込むプラスチックごみ 

　　　　　が増えれば、２０５０年には海のプラスチックごみは魚 

　　　　　の量を上回ると予測されています。」とある。 

  ※解答する際の二つのポイントを確認しよう！

　  ・【内閣府のウェブページの一部】から必要な情報を引用

　   　して書く。

 

 

 

 

 

 

   ・文末は常体（だ・である）にする。

　　「令和５年度　徳島県学力ステップアップテスト問題（第２学年）」  より作成

　 引用するときに気をつけることは、資料中 

 の言葉は省略したり書き換えたりすることな 

 く、かぎかっこ（「　　」）でくくって書くと 

 いうことでしたね。出典を明示することも必 

 要ですね。


